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企業理念 （ 理念）
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認知症当事者様との
新入社員研修 （中国）

リンパ系フィラリア症を
お持ちの方との交流 （インド）

定款 （企業理念） 第2条
本会社は、患者様と生活者の皆様の喜怒哀楽を第一義に考え、
そのベネフィット向上に貢献することを企業理念と定め、
この企業理念のもとヒューマン・ヘルスケア（hhc）企業をめざす

株主の皆様との共有

• 2005年の株主総会において
企業理念を規定した定款を
ご承認いただく

• 2022年の株主総会において
社会善の効率的な実現を
めざすことを明記した新たな
定款をご承認いただく

患者様の想いを知るためには、言葉に表れない、心の奥底にある想いに気づき、共感する
ことが必要であると考え、患者様とともに時間を過ごす「共同化」をグローバルに実践

患者様との共同化

すべての社員に対して就業時間の
1％を患者様とともに過ごすことを推奨



研究開発・生産・販売活動をグローバルに展開
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従業員数 11,076名 （連結、2023年3月末時点）

グローバル本社（東京）

EMEA
（欧州、中東、アフリカ、オセアニア）

社員数：1,234名

中国
社員数：2,002名

アジア・ラテンアメリカ
社員数：1,595名

アメリカス（北米）

社員数：1,755名
研究所（筑波）

工場 （蘇州）

欧州本社 （英国 ハットフィールド）

日本 社員数：4,490名

米国本社 （米国 ニュージャージー州）

工場 （インド バイザッグ）

研究開発
拠点

生産
拠点

販売
拠点

研究開発
拠点

生産
拠点

販売
拠点

研究開発
拠点

生産
拠点

販売
拠点

生産
拠点

販売
拠点

生産
拠点

販売
拠点

日本

2,389億円

(32.1%)

アメリカス

2,127億円

(28.6%)

中国

1,108億円

(14.9%)

EMEA

722億円

(9.7%)

アジア・

ラテンアメリカ

498億円 (6.7%)

その他事業

600億円

(8.1%)

研究開発 14拠点

生産 9拠点

販売関連子会社

約40社

連結売上収益

7,444億円

海外リージョン

構成比 60％
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294 

425 

6,956 
6,459 

7,562 7,444 7,410 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

見通し

レンビマ デエビゴ その他

対連結売上
収益構成比

40％

自社創製の2品が全世界で拡大
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抗がん剤 レンビマ
2015年 米国で新発売
日本を含む80カ国以上で承認取得

連結売上収益推移 （億円）

不眠症治療剤 デエビゴ
2020年7月 日本で新発売
米国を含む10カ国以上で承認取得

アルツハイマー病治療剤 レケンビ
*

2023年 米国・日本で新発売
今後の成長ドライバーとして期待

* バイオジェンとの共同開発品でバイオアークティックとエーザイの共同研究から得られたアルツハイマー病に対する抗体。一般名：レカネマブ
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アルツハイマー病とは（AD：Alzheimer’s Disease）

6* Mild Cognitive Impairment （MCI）

軽度AD 中等度AD 高度ADMCIプレクリニカルAD

早期AD （MCI + 軽度AD）
レケンビの適応症

• 進行性の致死的な神経変性疾患であり、高齢者における認知症の約7割を占める

• 症状は、認知機能の緩徐な低下に始まり、終末期では完全な自立性の喪失におよぶ

• 無症候のプレクリニカルADのステージから、軽度認知障害（MCI）を経て、日常生活に
支障をきたす認知機能障害を伴うステージ（軽度、中等度、高度）に移行する

• 発症の15～20年以上前から脳内でアミロイドベータ（Aβ）の蓄積が始まり、
臨床的な認知機能の異常がみられるまでに脳内では様々な変化が起きる



レケンビ 約40年にわたる認知症領域の創薬活動の成果
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2022年9月
フェーズⅢ試験 成功

2023年7月
早期ADの適応で米国でフル承認取得

2023年12月20日
早期ADの適応で日本で新発売

1997年 米国で発売、1999年 日本で発売
世界100か国以上で承認を取得
アリセプトの経験を活かし、新たな認知症治療剤の開発を継続

ADUHELM®

• 2021年6月 パートナーの
バイオジェン社が米国で迅速承認を取得

• 日本・欧州では未承認

レケンビ

アリセプト

1983年 認知症領域の創薬活動を開始

多くの企業や研究者が新たな認知症治療剤の開発を諦めたが
エーザイは患者様やご家族のために決して諦めなかった

γセクレターゼ モジュレーター E2012、E2212
およびβセクレターゼ阻害剤のエレンベセスタットは開発中止

数々の失敗
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レケンビ 2023年度中に25の国と地域で申請をめざす

米国 日本 中国 欧州 カナダ 英国 オーストラリア

スイス 韓国 イスラエル シンガポール 台湾 ブラジル 香港

ロシア サウジアラビア タイ マレーシア フィリピン インド インドネシア

ベトナム クウェート アラブ首長国連邦 南アフリカ

中国
(優先審査)

日本
(優先審査)

欧州

米国
(優先審査)

2023年9月25日
承認

2023年7月6日
フル承認

12月20日
新発売

14の国と地域で、承認を取得（赤）もしくは申請達成（ピンク）*

* 2024年3月期 第2四半期決算（2023年11月7日）時点、ただし中国の状況については2024年1月9日ニュースリリースに基づきアップデート

2024年1月5日
承認

2024年度2Q
新発売予定

2023年度中
科学諮問グループ

の開催

期待される承認時期

2024年度Q1



レケンビは、アミロイドベータのうち、プラークを除去するとともに、
神経毒性の強いプロトフィブリルを継続的に除去するデュアルアクションを示す

レケンビの作用機序
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モノマー オリゴマー プロトフィブリル フィブリル プラーク

神経毒性の高い形態

素早くプラークを除去するだけでなく、神経毒性の強いプロトフィブリルを取り除く

アミロイドベータ（Aβ）
プラークの除去

レケンビ



レケンビの臨床効果
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（レケンビ）



レケンビの臨床的意義

フェーズⅢ試験結果に基づくシミュレーション
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• レケンビによる治療は、標準治療と比較して、より高度のステージへの

進行を平均で2～3年遅らせる可能性が高い*1

• 最近の学会の発表
*2
から早期の治療開始の重要性とプラーク除去後の

継続的治療の必要性を確認
*1 Tahami Monfared AA, Ye W, Sardesai A, Folse H, Chavan A, Aruffo E, Zhang Q. A Path to Improved Alzheimer’s Care: Simulating Long-Term Health Outcomes of Lecanemab in Early Alzheimer’s Disease from the CLARITY AD Trial. 

Neurol Ther. 2023 Jun;12(3):863-881. Epub 2023 Apr 2 PubMed.
*2 第16回 Clinical Trials on Alzheimer’s Disease （CTAD、2023年10月24-27日、米国ボストン） におけるLate Breaking Symposium 4 「Lecanemab for Early Alzheimer’s Disease: Long-Term Outcomes, Predictive Biomarkers and Novel 

Subcutaneous Administration」で発表

（レケンビ）



レケンビ投与までのステップ

① 早期アルツハイマー病 有病者

② 医療機関を受診し早期ADと診断

③ アミロイドβ検査

④ アミロイドβ陽性

⑤ レケンビ投与

②医療機関を受診し
早期ADと診断

③アミロイドβ検査

⑤レケンビ投与

④アミロイドβ陽性

①早期アルツハイマー病
（軽度認知障害（MCI） + 軽度AD）

有病者

• 初期の兆候への気づき

• アミロイドPET検査
またはCSF（脳脊髄液）検査

• 血液バイオマーカーの開発が進行中

12



アミロイドβ検査の現状と展望
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アミロイドPET検査

CSF（脳脊髄液）検査

血液バイオマーカー

2023年10月より
保険償還開始

米国 （メディケア） 日本

保険償還開始済み

侵襲性が高い

侵襲性が低い

• 2024年頃までには、早期AD患者様のアミロイドβ陰性を判別する
ためのプレスクリーニング（トリアージ）検査として利用され、侵襲性の
高いCSF検査や高価なPET検査の実施が最小限になることを想定

• 2026年頃までには、PET/CSF検査に代わるアミロイドβ確定診断用
検査として、血液バイオマーカーが使用されることが期待され、
診断機会の増加により、レケンビ治療へのアクセスが拡大すると想定

レケンビの新発売日（2023年12月20日）

から保険適用開始

レケンビの新発売日（2023年12月20日）

から保険適用開始



レケンビ 患者様ベネフィットの最大化に向けた更なる開発
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皮下注製剤の開発
投与時間の短縮、

在宅での自己注射の可能性
2023年度中の申請を目指す

静脈注射（点滴）、2週に1回の投与

より早期段階のプレクリニカルAD
を対象としたフェーズⅢ試験が進行中

早期アルツハイマー病

併用療法の開発
抗タウ抗体E2814との併用療法

フェーズⅡ/Ⅲ試験が進行中

単剤療法

維持療法の開発

4週に1回の投与
2023年度中の申請を目指す

ペン型オートインジェクター



診断の進歩

レケンビ 患者様ベネフィットの最大化に向けて

2025年度2023年度

2023年度
静注製剤発売

2023年度
静注製剤 維持療法

（4週に1回の投与）申請予定

〜2024年
血液バイオマーカーによる

プレスクリーニング（トリアージ）検査*

2023年10月
アミロイドPET保険償還
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プレクリニカルAD
への適応拡大

〜2026年
血液バイオマーカーによる
アミロイドβ確定診断

2023年度
皮下注製剤 申請予定

2024年度 2026年度

* 侵襲性の高いCSF検査や高価なPET検査の実施を最小限にする目的で実施する予備検査。検査の結果が陰性であれば、Aβ凝集のクライテリアが陰性である可能性が高く、
ADの最終的な確定診断には進まない。陽性であれば、ADとして確定診断するために、CSFやPETによる診断が実施される。

レケンビによる治療の進歩（米国）



2032年度までの売上収益シミュレーション
*
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0.0

1.0

2022年度 2025年度 2028年度 2030年度 2032年度

その他（新製品群を含む）

レンビマ

レケンビ

2030年度のレケンビの売上収益はグローバルで1兆円レベルを想定

（兆円）

* R&D成功確率調整後の社内推計に基づくシミュレーション。2023年3月10日のインフォメーションミーティングにおいて策定・開示したシミュレーションであり、正式な業績予想ではない。
正式な業績予想は毎年の決算短信を参照。
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レケンビ 売上収益
2023年度は100億円レベルをめざす

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実績

売上
/月

2023年度上期実績
4億円（計画通り）

米国フル承認後に急速に拡大
3つのモメンタムを梃に更なる患者様貢献の拡大をめざす

• マーケティング体制の充実による
診断・治療に関わる医療従事者へのアプローチの強化

• 2023年10月アミロイドPET検査 保険償還開始
およびレケンビの処方が可能な施設・医師の増加

• データの拡大、エビデンスの構築



ADの発症病理に基づく創薬開発
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タウ

E2814*1

抗タウ抗体

優性遺伝アルツハイマー病
フェーズ Ⅰb/Ⅱ試験進行中

E2511
シナプス再生剤

フェーズⅠ試験進行中

レケンビ
抗Aβプロトフィブリル抗体

プレクリニカルAD
フェーズⅢ試験進行中

Aβ
アミロイドベータ

E2025
抗EphA4抗体

フェーズⅠ試験進行中

優性遺伝アルツハイマー病

レケンビとE2814の併用試験*2

フェーズ Ⅱ/Ⅲ進行中

シナプス
*3

*1 英国のユニバーシティ カレッジ ロンドンとの共同研究 *2 優性遺伝アルツハイマーネットワーク試験ユニット （DIAN-TU）が実施するDIADに対する臨床試験 (Tau NexGen)
*3 神経細胞の軸索の末端はシナプスと呼ばれ、認知症患者様の脳内ではその機能障害が発生していると考えられている。エーザイは、シナプス機能を回復し、神経を再活性化するプロジェクトに取り組んでいる。
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（億円、％）

2022年度4-9月 2023年度4-9月 為替の
影響額実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上収益 3,586 100.0 3,736 100.0 104 81

医薬品事業 売上収益 3,526 98.3 3,556 95.2 101 70

その他事業 売上収益 61 1.7 179 4.8 296

売上原価 925 25.8 803 21.5 87

売上総利益 2,661 74.2 2,932 78.5 110 80

研究開発費 815 22.7 828 22.2 102 42

パートナー負担額を加味した研究開発費 1,135 31.7 1,136 30.4 100

販売管理費 1,804 50.3 1,789 47.9 99 27

レンビマ利益折半費用 610 17.0 699 18.7 115

レケンビ利益折半費用（戻入） -35 - -101 - 290

その他の販売管理費 1,229 34.3 1,190 31.8 97

その他の損益 11 0.3 -1 - -

費用合計*1 2,608 72.7 2,618 70.1 100 69

営業利益 53 1.5 314 8.4 598 12

当期利益 318*2 8.9 242 6.5 76

当期利益（親会社所有者帰属） 305*2 8.5 231 6.2 76

ＲＯＥ （％） 7.7*2 5.6

2023年度第2四半期 連結業績 (IFRS)
レンビマとデエビゴの成長と財務規律の範囲内の費用コントロールにより

増収・営業増益を達成

20
2023年度第2四半期中平均レート 米ドル：140.99円（前期変動率+5.2%）、ユーロ：153.38円（同+10.6%）、英ポンド：177.49円（同+9.0%）、人民元：19.74円（同-0.7%） *1 研究開発費＋販売管理費－その他の損益
*2 米国子会社から払込資本の払戻しによる影響等を含む



3,736 

3,586 

+119 

+31 

2023年度

4-9月

売上収益

その他事業

医薬品事業

2022年度

4-9月

売上収益

医薬品事業

一時金収入 選択的エストロゲン受容体分解薬elacestrant 収益受領権の譲渡 ＋123

1,525 

136 

188 

194 

1,514 

1,693 

201

214

136

1,282 

その他

フィコンパ

ハラヴェン

デエビゴ

レンビマ

2022年度4-9月 2023年度4-9月

売上収益の増減要因分析
レンビマ・デエビゴが牽引し、オーガニックビジネスである医薬品事業で増収を達成

21

+149

（億円）

レンビマとデエビゴの成長

-65

＋232

＋58

-26

-168

前同比
104%

前同比
143%

前同比
118%

*1

*1 2023年1月に米国での権利をCatalyst Pharmaceuticals, Inc.に譲渡 *2 ヒュミラは、2023年6月にアッヴィ合同会社との日本での開発および販売契約満了

*2



営業利益の増減要因分析
レケンビへの積極的な費用投入を進めつつ、増収と費用の再配分で収益性を大きく改善
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53 

314 

+120 

-13 

+33 

+121 

2022年度

4-9月

営業利益

医薬品事業

セグメント利益

研究開発費

親会社の

本社管理費等

その他事業

セグメント利益

2023年度

4-9月

営業利益

（億円）

数値は概数。
*1 Merck & Co., Inc., Rahway, NJ, USA  *2 エーザイおよびバイオジェンが負担する販売管理費および研究開発費の合計金額

+262
前同比 598% レケンビに対して、研究開発費と販売管理費で

合計450億円レベル*2の費用を投入

（＋） 営業利益の増加要因 （－） 営業利益の減少要因

医薬品事業

（＋） レンビマ、デエビゴの成長

（＋） 米国フィコンパ関連費用の減少

（＋） バイオジェン社から受領したレケンビ関連費用の戻入

（－） レケンビへの積極的な費用投入

医薬品事業セグメント利益率は前年度の49.1％から52.0％に改善

研究開発費

（＋） ADUHELM®関連費用の減少 ＋46

（－） レケンビへの積極的な費用投入

（－） レンビマに関する米メルク社*1からの開発マイルストン（2022年度1Q）－32

売上収益に対する研究開発費の比率は前年並みの22.2%

親会社の

本社管理費等

（＋） ADUHELM®関連費用の減少 ＋55

（＋） 販売管理費等の低減

（－） 米メルク社への折半利益の支払い －90

前向きに費用を投入しつつ適切に費用をコントロールし33億円の増益

その他事業
（＋） 選択的エストロゲン受容体分解薬elacestrant 収益受領権の譲渡（1Q）

＋123



（億円、％）

2022年度 2023年度

実績 売上比 見通し 売上比 前期比

売上収益 7,444 100.0 7,410 100.0 100

医薬品事業 売上収益 6,844 91.9 6,900 93.1 101

その他事業 売上収益 600 8.1 510 6.9 85

売上原価 1,778 23.9 1,545 20.9 87

売上総利益 5,666 76.1 5,865 79.1 104

研究開発費 1,730 23.2 1,660 22.4 96

販売管理費 3,583 48.1 3,740 50.5 104

その他の損益 48 0.6 45 0.6 94

営業利益 400 5.4 510 6.9 127

当期利益 568* 7.6 430 5.8 76

当期利益（親会社所有者帰属） 554* 7.4 415 5.6 75

ＥＰＳ（円） 193.3 145.3

ＲＯＥ（％） 7.2* 5.1

ＤＯＥ（％） 5.9 5.6

配当金（円） 160 160

2023年度 連結業績見通し (IFRS)
レケンビへの積極的な費用投入を加速も費用コントロールの継続で営業増益を実現

23

本日11月7日開催の取締役会において中間配当金80円を決議
2022年度期中平均レート 米ドル：135.46円、ユーロ：140.96円、英ポンド：163.15円、人民元：19.74円
2023年度第1～2四半期期中平均レート 米ドル：140.99円、ユーロ：153.38円、英ポンド：177.49円、人民元：19.74円
2023年度第3～4四半期期中平均予想レート 米ドル：148.00円、ユーロ：157.00円、英ポンド：177.50円、人民元：20.10円
* 米国子会社から払込資本の払戻しによる影響等を含む



健全なバランスシートに基づく成長投資と安定配当の両立

24

Net DER*2 （倍） -0.20

株主資本（親会社持分）

親会社所有者帰属持分比率
（自己資本比率）

8,617億円

64.6%

2023年9月末 前期末差

＋0.00

成長投資と
安定配当の両立

ネットキャッシュポジションを
引き続き確保

複数年ベースでフリー・キャッシュ・フロー
の範囲内で配当

財務の健全性に基づき、成長投資と安定配当を堅持
レケンビを軸とする成長の中で、中長期的な株主価値の最大化をめざす

1,755億円

＋1.3%

＋617億円

＋101億円

配当支払いは毎年の取締役会決議を前提とする
*1 Net cash＝現金・有価証券（現金及び現金同等物＋３カ月超預金等＋親会社保有投資有価証券）－有利子負債（社債及び借入金）
*2 Net DER: Net Debt Equity Ratio=（有利子負債（借入金）－現金及び現金同等物－３カ月超預金等－親会社保有投資有価証券）÷親会社の所有者に帰属する持分

Net cash*1 最適資本構成の
KPIを堅持
Net DER

-0.3 ～ +0.3
親会社所有者帰属持分比率

60%レベル



160 160 160 160

7.0 
6.1 6.3 5.9 

2030年度
DOE

15％レベル
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配当金  DOE

中長期的な株主価値の最大化をめざす
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10.4

18.6

6.1 6.6 7.2

2030年度
ROE

25％レベル

過去5年の平均ROE
9.8％

株主資本

コスト 8％

0

10

20

過去5年の平均ROEは
株主資本コストを上回る9.8%

（％）

レケンビを軸とする
成長の中で

財務的価値を最大化

レケンビを軸とする
成長の中で

株主価値を最大化

（円）
（％）

ROE
親会社所有者帰属持分当期利益率

DOE
親会社所有者帰属持分配当率



本日のまとめ

エーザイは企業理念であるヒューマン・ヘルスケア理念のもとで
社会善の効率的な実現をめざします

約40年にわたる認知症領域の創薬活動の成果として創出した
レケンビについては、患者様とご家族のベネフィットの最大化に
取り組み、2030年度の売上収益は1兆円レベルをめざします

レケンビを軸とする成長の中で
中長期的な株主価値の最大化をめざします

本日はご清聴いただき、誠に有難うございました
26



将来見通しに関する注意事項
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本資料中の目標数値はあくまで中期的戦略、めざす方向性、ビジョン等を示すものであり正式な業績予想ではありません。

正式な業績予想は東京証券取引所規則に基く年次決算短信での開示をご参照ください。

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。

これらの文言は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論、結果を招き得る

不確実性に基くものです。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的な

経済状況が含まれます。リスクや不確実性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、不確実性には、

技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならびに効果に関するクレームや懸念、規制機関による

審査期間や承認取得、国内外の保健関連改革、マネジドケア、健康管理コスト抑制への傾向、国内外の事業に影響を与える政府の

法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。

また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす製造能力を構築する能力を欠く状況、

原材料の入手困難、市場の受容が得られない場合などが含まれますが、これに限定されるものではありません。

新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい場合であっても、それを行う

意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。

当社の連結財務諸表は国際会計基準（IFRS）にて開示しています。
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